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【
う
ら
へ
続
く
】

消
費
税
10
月
増
税

国
会
開
い
て
中
止
を

　
業
者
は
混
乱
　
賃
金
下
落
で
消
費
低
迷

　
暗
雲
立
ち
込
め
る
経
済

　　台風 15 号災害
　　　日本共産党が対策本部設置
　11 日、志位委員長を本部長とする対策本部を設置、停
電が続く千葉市花見川区、若葉区を視察、住民・自治体
から要望を聞き取りました。志位氏は経済産業省・東京
電力に、「住民の命と健康を守ることを最優先に、停電の
一刻も早い復旧に向けて、体制を抜本的に強化してほし
い」と要請しました。

　日本共産党千葉県委員会は、被災者救援のための募金
を受け付けています。
送金先：郵便振替口座番号００２３０｜９｜５５２６４
　名義：日本共産党千葉県委員会
　＊通信欄に「台風 15 号災害救援募金」と明記してください。

岩手県知事に達増氏　72％獲得

  野党共闘　埼玉に続き勝利

　

野
党
共
闘
で
た
た
か
わ

れ
た
岩
手
県
知
事
選
が
８

日
投
開
票
さ
れ
、
日
本
共

産
党
、
立
憲
民
主
党
、
国

民
民
主
党
、
社
民
党
の
推

薦
で
４
選
を
め
ざ
し
た

達た
っ
そ増
拓
也
氏
（
55
歳
）
が
、

自
公
推
薦
で
元
県
議
の
及

川
敦
氏
に
圧
勝
し
ま
し
た
。

達
増
氏
は
得
票
率
で
72
・

15
％
を
獲
得
。
全
33
市
町

村
で
及
川
氏
の
票
を
上
回

り
ま
し
た
。

　

参
院
選
後
、
埼
玉
県
知

事
選
に
つ
づ
く
岩
手
県
で

の
勝
利
は
、
安
倍
政
権
に

対
す
る
地
方
か
ら
の
明
確

な
審
判
で
す
。

　

最
強
級
の
台
風
15
号
、

首
都
圏
を
直
撃
（
９
日
早

朝
）。「
千
葉
市
で
は
最
大

瞬
間
風
速
57
・
５
㍍
が
観

測
さ
れ
た
」「
激
し
い
風
雨

に
目
を
覚
ま
し
た
。
寝
つ

け
ず
に
夜
明
け
を
迎
え

た
」「
首
都
圏
の
鉄
道
は
始

発
か
ら
計
画
運
休
し
た
」

「
電
車
が
動
い
た
の
を
確

　

10
％
へ
の
消
費
税
増
税

ま
で
半
月
を
切
り
ま
し
た
。

「
８
％
で
も
大
変
な
の
に

10
％
な
ん
て
」
と
怒
り
の

声
。
税
率
が
複
雑
で
、
軽

減
税
率
対
応
レ
ジ
な
ど
も

対
応
遅
れ
。
一
番
の
問
題

は
国
民
の
所
得
、
消
費
が

低
迷
し
、
世
界
経
済
の
先

行
き
に
も
暗
雲
が
漂
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

７
月
の
商
業
動
態
統
計

調
査
（
速
報
）
に
よ
る
と
、

卸
売
・
小
売
合
わ
せ
た
商

業
販
売
は
前
年
同
月
比

１
・
７
％
の
減
少
。８
カ
月

連
続
で
す（
図
）。
家
計
消

費
は
14
年
４
月
の
８
％
消

費
税
増
税
か
ら
落
ち
込
ん

だ
ま
ま
。
賃
金
は
過
去
21

年
間
で
８
％
減
少
し
て
主

要
国
で
唯
一
の
マ
イ
ナ
ス
。

実
質
賃
金
が
前
年
同
月
を

下
回
る
の
は
７
カ
月
連
続

で
す
（
図
）。

　

海
外
経
済
も
暗
雲
立
ち

込
め
て
い
ま
す
。
米
中
経

済
摩
擦
の
激
化
は
世
界
市

場
の
不
確
実
性
を
高
め
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
４
～

６
月
期
の
製
造
業
の
経
常

利
益
は
27
・
９
％
減
。
製

造
業
の
売
上
高
は
１
・

２
％
減
、設
備
投
資
は
６
・

９
％
減
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
で
増
税
を
強

行
す
れ
ば
、
国
民
生
活
に

も
日
本
と
世
界
の
経
済
に

も
悪
影
響
と
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
と
は
必
至
で
す
。

国
会
を
開
い
て
審
議
し
、

今
か
ら
で
も
増
税
を
中
止

す
べ
き
で
す
。

消費税増税について

17 ～ 19 歳アンケートで 57％が反対
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

戦争法強行採決からまる 4 年、大軍拡予算反対！
韓国敵視を煽るな！安倍 9 条改憲 NO ！辺野古新
基地建設は断念を！ 9・19 国会議員会館前行動

　　　　９月 19 日（木）18:30 ～
場所：衆議院第２議員会館前を中心に

共催：戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会

　　　安倍 9 条改憲 NO ！全国市民アクション

　
資
金
提
供 

19
年
度
は
４
件
減
少

軍
事
研
究
の
推
進
制
度
廃
止
を

　

防
衛
省
は
30
日
、武
器
・

装
備
開
発
に
役
立
つ
基
礎

研
究
に
資
金
提
供
す
る

「
安
全
保
障
技
術
研
究
推

進
制
度
」
の
２
０
１
９
年

度
の
採
択
結
果
を
公
表
し

ま
し
た
。
57
件
の
応
募
に

対
し
16
件
が
採
択
、
前
年

度
か
ら
４
件
減
少
し
ま
し

た
。採
択
は
大
学
２
件
、公

認
し
て
出
勤
し
た
が
普
段

の
２
倍
近
く
時
間
が
か

か
っ
た
」「
通
研
南
側
の
通

用
口
ち
か
く
の
桜
並
木
の

一
本
が
倒
れ
た
。
そ
の
日

の
う
ち
に
伐
採
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
関
東
中
心
に
約
93
万

軒
も
停
電
し
た
」「
千
葉
県

で
は
電
柱
の
倒
壊
や
塩
害

な
ど
で
大
規
模
な
停
電
が

起
き
た
」「
復
旧
が
進
ん
で

い
な
い
」「
厳
し
い
暑
さ
の

な
か
、
断
水
が
続
き
生
活

に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い

る
」「
停
電
の
影
響
に
よ
る

熱
中
症
で
３
人
が
亡
く

な
っ
た
」「
東
電
は
復
旧
の

見
通
し
を
度
々
延
期
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
田
前
環
境
相
が
ト
リ

チ
ウ
ム
汚
染
水
は
海
に

「
放
出
す
る
し
か
な
い
」と

発
言
（
10
日
）。「
驚
い
た
。

と
ん
で
も
な
い
発
言
だ
」

「
漁
業
関
係
者
が
、汚
染
水

の
処
分
方
法
は
政
府
の
小

委
員
会
で
議
論
し
て
い
る

の
に
軽
率
、
無
責
任
な
発

言
だ
と
怒
り
の
声
を
発
し

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

内
閣
改
造
。「
加
計
学
園

問
題
に
か
か
わ
っ
た
萩
生

田
氏
が
文
科
相
な
ん
て
国

民
を
バ
カ
に
し
て
い
る
」

「
大
臣
20
名
中
12
名
が
日

本
会
議
議
連
幹
部
ら
で
改

憲
の
陣
容
に
な
っ
て
い

る
」「
世
論
調
査
で
は
改
憲

が
一
番
少
な
か
っ
た
。
国

民
の
要
求
は
そ
こ
に
な

い
」「
そ
れ
に
し
て
も
千
葉

県
で
大
災
害
が
起
き
て
国

が
全
力
で
対
応
し
な
い
と

い
け
な
い
時
に
、
内
閣
改

造
は
な
い
だ
ろ
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
13
日
は
涼
し
か
っ
た
」

「
中
秋
の
名
月
は
東
京
で

は
雲
の
合
間
か
ら
ち
ら
ち

ら
」

13
日
に
は
最
長
２
週
間
か

か
る
と
し
た
。
開
き
直
り

で
は
な
い
か
」「
政
府
・
東

電
な
ど
特
別
な
体
制
を

作
っ
て
急
ぐ
べ
き
だ
」

的
研
究
機
関
７
件
、
企
業

７
件
で
し
た
。
応
募
件
数

は
18
年
度
の
73
件
か
ら
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

国
が
運
営
費
交
付
金
を

削
減
し
、
大
学
な
ど
が
資

金
集
め
に
難
渋
し
て
い
る

こ
と
に
つ
け
込
ん
で
、
資

金
提
供
を
餌
に
軍
事
研
究

に
巻
き
込
む
な
ど
と
ん
で

も
な
い
こ
と
で
す
。

　

同
制
度
に
つ
い
て
は
、

日
本
学
術
会
議
が
「
政
府

に
よ
る
研
究
へ
の
介
入
が

著
し
く
、
問
題
が
多
い
」

と
批
判
し
、「
軍
事
研
究
に

関
与
し
な
い
」
な
ど
と
同

制
度
へ
応
募
し
な
い
と
表

明
す
る
大
学
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
を
廃
止

し
、
国
が
大
学
な
ど
へ
の

交
付
金
を
大
幅
に
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ

ま
す
。

五輪の理念に反する

東京五輪組織委
「旭日旗  持ち込み禁止せず」

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
は

「
旭
日
旗
の
会
場
持
ち
込

み
を
禁
止
し
な
い
」
と
す

る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

旭
日
旗
は
戦
争
当
時
、

日
本
の
陸
海
軍
旗
と
し
て

使
用
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
人

々
の
記
憶
に
日
本
軍
に
よ

る
略
奪
や
虐
殺
、
支
配
や

侵
略
の
象
徴
と
し
て
植
え

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
平
和
の

礎
を
築
く
場
が
五
輪
で
す
。

組
織
委
員
会
の
判
断
は
、

そ
の
理
念
に
も
反
し
ま
す
。

熊本地震が噴火誘発
　阿蘇山内部の変化解明
　九州大学の研究チーム

　

九
州
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
が
、
２
０
１
６
年
４
月

の
熊
本
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
０
）と
そ
の

後
に
発
生
し
た
阿
蘇
山
噴

火
の
関
係
を
調
査
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、
火
山

性
微
動
の
位
置
を
正
確
に

特
定
す
る
新
た
な
手
法
を

開
発
し
、
防
災
科
学
技
術

研
究
所
の
地
震
計
デ
ー
タ

に
適
用
。
阿
蘇
中
岳
で
発

生
し
た
約
１
万
８
０
０
０

地
点
の
火
山
性
微
動
を
調

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
深
さ
約
１

km
で
発
生
し
て
い
る
火
山

性
微
動
の
位
置
が
熊
本
地

震
に
よ
っ
て
突
然
、
西
側

に
１
km
以
上
移
動
。
そ
の

６
ヵ
月
後
の
10
月
の
噴
火

前
（
火
山
活
動
が
活
発
に

な
る
直
前
）
に
は
、
火
山

性
微
動
の
位
置
が
西
側
か

ら
元
の
東
側
の
場
所
に

戻
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
っ
て
阿
蘇
山

内
部
の
流
体
の
移
動
経
路

が
変
わ
り
、
噴
火
が
起

こ
っ
た
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。

日本３年連続最下位
　OECD 教育への
　　　公的支出割合

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
10
日
、
２

０
１
６
年
の
加
盟
各
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
教
育
機

関
へ
の
公
的
支
出
割
合
を

公
表
し
ま
し
た
。
日
本
は

２
・
９
％
で
、比
較
で
き
る

35
力
国
中
最
も
低
く
、
３

年
連
続
で
最
下
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
の
教
育
機
関
別
に

見
る
と
、
小
中
学
校
と
高

校
の
公
的
支
出
の
割
合
が

92
％
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均

の
90
％
を
上
回
る
の
に
対

し
、
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
は
31
％
で
、
平
均
の

66
％
を
大
き
く
下
回
り
ま

し
た
。

防
衛
省 

「
軍
事
研
究
」
16
件
採
択


